
資料１ 

保育所入所(待機児童)の状況について 

 
１ 待機児童について 

 本市では子育て世代にも魅力的な「東京に隣接した子育てしやすいまち」として選

ばれるまちづくりを進めるために「待機児童対策」を最優先課題として取り組んでま

いりました。平成２９年には、日経デュアル社の「共働き子育てしやすい街ランキン

グ２０１７」の全国版（東京都を除く）において、前年の第５位から、遂に、第１位

の獲得をするに至りました。待機児童対策のほか、産後ケア事業の充実、放課後児童

クラブの整備など同時並行で進めてきた様々な子育て支援策が評価をされました。 

 平成２７年４月には４８名の待機児童を含む４１１名の入所保留者がありました

が、待機児童の解消に向けて小規模保育施設の整備などに取り組み、平成２８、２９

年の２年連続で国基準での待機児童ゼロの達成をしてきました。平成３０年４月も待

機児童ゼロを目指し、平成２９年度中に小規模保育施設を中心に整備を進めてまいり

ました。その結果、平成３０年４月の国基準の待機児童ゼロを達成しました。 

保育園などへの申込については平成２９年度の前年比６１９名の増に対し、今年度

は、前年比６９８名の申し込みの増で、年々増加している状況となっている中、入所

保留者は昨年の入所保留者８５名から、１１８名へと微増しております。主な内訳と

しては、特定の希望園を望んでいる方が７２名、求職活動が確認できない方の３７名

で、緊急度が高い方々については全て受入ができたものと考えております。 

 次に、希望達成率ですが、第１希望、第２希望、第３希望までに入所できた割合が

８３％となっており、前年度に比べ１０ポイント低下しております。兄弟がいる世帯

のうち９４％が同一施設に入所できている状況で、こちらも前年度に比較し 1.1ポイ

ント低下しております。 

小規模保育施設の卒園児の対応については、３歳の壁をつくらないための松戸市独

自の幼稚園での預かり保育の拡充などにより小規模保育施設卒園後に幼稚園を利用

する保護者が２２．1％から２２．３％に微増した事に加え、新たに幼稚園への送迎

保育ステーションの開設を他市に先駆けて実施することや、新松戸地域で予定してお

りました新園の開設などにより、すべての児童を受け入れることができました。 

本市の保育政策として０歳から２歳は整備期間が短く、整備経費が安価な小規模保

育施設で、３歳から５歳は定員に余裕のある幼稚園での預かり保育を促進することで

３歳以降の受入について積極的に推進してまいります。保護者さまに多様な選択肢を

ご用意することで、子育てしやすい街を実現してまいります。 

  

３年連続で国基準の待機児童ゼロを達成しました。 
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（１） 待機児童の現状 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 

国基準の待機児童 ４８ ０ ０ ０ 

入所保留者（実質的待機児童） ４１１ １４３ ８５ １１８ 

 

※平成３０年度入所保留者（実質的待機児童）の内訳 

平成３０年度入所保留者 １１８名 

内訳 

① 希望園限定 72人 

② 求職状況不明 37人 

③ 幼稚園預かり保育利用 1人 

④ 一時預かり保育利用 １人 

⑤ その他 7人 

 

（２） 申込状況 

 平成 27 年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 

申込者 ６，７３１ ７，３０７ ７，９２６ ８，６２４ 

前年比 ＋４２６ ＋５７６ ＋６１９ ＋６９８ 

 

（３）入所希望達成率の推移 

 平成 29年度 平成 30年度 

第１希望 ６５％ ５９％ 

第２希望 １８％ １５％ 

第３希望 １０％ ９％ 

計 ９３％ ８３％ 

 

（４）兄弟がいる世帯の入所状況 

 平成 29年度 平成 30年度 

兄弟で入所している世帯 1,231世帯/6,402世帯 1,341世帯/6,859世帯 

うち、兄弟が同一施設に入所する世帯 1,171世帯：95.1％ 1,260世帯：94.0％ 

 

（５）小規模保育施設卒園児童の進路先 

 

卒園児数 

進路先 

認可保育園 

認定こども園 
幼稚園 

その他 

（転勤、自宅など） 

平成 28年度

卒 
２０９ 

１５４ ４４ １１ 

（73.7％） （21.1％） （5.3％） 

平成 29年度

卒 
２６９ 

１９８ ６０ １１ 

（73.6％） （22.3％） （4.1％） 
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